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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成21年６月26日に提出いたしました第85期(自　平成20年4月1日　至　平成21年3月31日)有価証券報告書の記載事
項の一部に不備がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。
 
２【訂正事項】
第一部 企業情報
　第２  事業の状況
　　４  事業等のリスク
　　７  財政状態及び経営成績の分析
　　
３【訂正箇所】
　　訂正箇所は　線で表示しております。
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第一部【企業情報】
　第２【事業の状況】
４【事業等のリスク】

（訂正前）
（１）～（３）＜省略＞
（４）水俣病問題について
当社グループは、これまでの水俣病関連累積損失が多額にのぼるため、当連結会計期間末の連結利益剰余金は△
１,１３９億円余となる結果、大幅な債務超過となっております。
当社は当該状況が会社の事業継続に支障を来たさないための措置として、平成１２年２月８日閣議了解に基づき、
国、熊本県及び関係金融機関から種々のご支援をいただいています。
支援措置の内容は次のとおりであります。
国・熊本県からは、水俣病関連の既往公的債務返済について、経常利益の中から患者補償を支払った後、可能な範
囲で返済を行い得るよう、各年度、所要の支払猶予等を講じていただいております。
関係金融機関からは、現在当社に対し行われている貸付元本及び求償債権の返済猶予等の継続及びこれに係る利
息等の免除並びに今後の当社及び子会社の事業継続に直接必要な資金融資を行っていただいております。
また、水俣病患者補償については、当期に２２億円余の費用が発生しており、今後も継続して補償を行っていきま
すので、毎年同程度の費用が発生することとなります。
 
 
（訂正後）
（１）～（３）＜省略＞
（４）継続企業の前提に関する重要事象等について
当社グループは、これまでの水俣病関連累積損失が多額にのぼるため、当連結会計年度末の連結利益剰余金は△
１,１３９億円余となる結果、大幅な債務超過となっております。
当社は当該状況が会社の事業継続に支障を来たさないための措置として、平成１２年２月８日閣議了解に基づき、
国、熊本県及び関係金融機関から種々のご支援をいただいています。
具体的な支援措置の内容は、「７ 財政状態及び経営成績の分析 （５）継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる
事象又は状況を解消するための対応策」に記載しているため、省略しております。
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７【財政状態及び経営成績の分析】
（訂正前）
（１）～（３）＜省略＞
（４）資本の財源及び資金の流動性についての分析
①キャッシュ・フロー
＜省略＞
②資金調達
当社グループは、運転資金及び設備投資資金について、内部資金または借入れにより資金調達することとしており
ます。水俣病関連債務については、平成１２年２月８日閣議了解「平成１２年度以降におけるチッソ株式会社に対す
る支援措置について」に基づき、国・熊本県及び関係金融機関から種々の支援措置を講じていただくこととなりま
した。また、支援措置に基づき関係金融機関からは、今後の当社及び子会社の事業継続に直接必要な資金融資につい
て継続して行っていただいております。
 
 
（訂正後）
（１）～（３）＜省略＞
（４）資本の財源及び資金の流動性についての分析
　キャッシュ・フロー
＜省略＞
削　　除
 
（５）継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況を解消するための対応策
当社グループは、これまでの水俣病関連累積損失が多額にのぼるため、当連結会計年度末の連結利益剰余金は△
１，１３９億円余となる結果、大幅な債務超過となっております。
当該状況については、平成１２年２月８日閣議了解「平成１２年度以降におけるチッソ株式会社に対する支援措
置について」に基づき、支援措置を講じていただいております。
支援措置の内容は次のとおりであります。
国・熊本県からは、水俣病関連の既往公的債務返済について、経常利益の中から患者補償を支払った後、可能な範
囲で返済を行い得るよう、各年度、所要の支払猶予等を講じていただいております。
関係金融機関からは、現在当社に対し行われている貸付元本及び求償債権の返済猶予等の継続及びこれに係る利
息等の免除並びに今後の当社及び子会社の事業継続に直接必要な資金融資について継続して行っていただいており
ます。
 
以上により、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断したことから、当該注記を解消するこ
とといたしました。
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